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ム Moraine を提案した。 Moraine を、 B8D UNIX 系の 08 である FreeB8D 3.0-RELEA8E を対象にして実装し、
バージョンの読み出し時間、書き込み時間、アプリケーションのコンパイル作業を行う場合の処理時間、ある一連の
プログラム開発において蓄積されるバージョンデータの量の点で評価した。
次に、 Moraine の有効性、有用性を示すアプリケーションであるソフトウェアメトリクス計測システム MAME




度合を知るためのシステム 8MMT を提案した。そして、 8MMT を種々の UNIX 系 08 のソースコードに適用し、
それらの類似度からクラスタ分析を行い樹状図を作成することで、 08 の分類を正しく行えるか検証を行った。その









ム Moraine を提案している。 Moraine を用いることで、ソフトウェアの開発履歴を全て保存することが可能になり、
過去のどの時点でのソフトウェアにも復元可能になる。そして、 Moraine は、十分に高速な動作が行え、実用的な
システムを構築している o





度合を知るためのシステム 8MMT を提案している。 8MMT で得られた類似度からクラスタ分析を行い樹状図を作
成することで、 08 の分類を正しく行えるか検証を行っている。要求仕様や環境の変化による修正が必要な場合、こ
の樹状図を用いることで、どのバージョンを修正するかといった目安になり、ソフトウェア構築を効率良く行うこと
を可能としている。
以上の研究成果は、ソフトウェアの構築や保守を行う際に、実用的かっ効果的な支援を行うものであり、博士(工
学)の学位論文として価値のあるものと認める。
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